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はじめに  

 
 

このガイドでは、次図のような確認申請用の図面を作成するポイントを紹介します。 

【平面図】 

【面積求積図・表】 

【断面図】 

1-2 凡例表付き用紙枠の配置 1-1 部材のプロパティ設定 

1-3 平面図の配置 

2-1 申請面積の入力 

2-2 床面積求積図・表の配置 

3-1 地盤面の算定 

3-2 階数・高さ確認 

3-3 断面図の配置 
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部材のプロパティ設定 

 

1-1 
 
 

 

ここでは、凡例に沿った確認申請用の平面図を作成する操作を解説します。 

凡例からプロパティを確認する 

表示を設定する 
凡例を使って確認申請用の平面図を作成するときは、表示設定を「標準－確認申請平面図凡例用」に切り替えましょう。 
この設定を使用することで、確認申請図用の凡例で表示した際に、モデルの状態が確認しやすくなります。 

凡例を参照した表示に切り替える 
「専用設計ツール」タブの「凡例」をクリックして、テンプレートから「確認申請図用」の「平面図凡例」を選ぶと、部材の
プロパティを参照して、凡例に設定されている内容で部材が色分け表示されます。 
 

1 平面図 

「凡例」の機能を使用すると、部材のプロパティが色分け表示され、正しく設定されているか確認が容易になります。 
凡例から部材のプロパティを割り当てることもできます。 
ここでは、凡例の使い方とプロパティの設定手順について解説します。 

「標準－確認申請
平面図凡例用」 

「確認申請図用」
の「平面図凡例」 

ここに並んでい
る部材が色分け
表示される 

3D ビューでも
色分け表示 
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「塗りつぶし」～「省略記号」が図面表示の設定、それより右の項目が 
部材のプロパティになります。 
 
 
 
部材のプロパティを参照して、塗りつぶしや省略記号が表示されます。 
「凡例」を終了すると、元の表示に戻ります。 

対象：防煙区画 

凡例とプロパティの関係 

図面表示の設定 部材のプロパティ 

該当するプロパティの部材が存在する
ときは、旗マークが付きます。 

対象：柱、壁 



1 平面図 
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対象：建具 

対象：カタログ建具 対象：ハイパーティション 

省略記号 

塗りつぶし 



1 平面図 
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部材のプロパティが正しく設定されていないと、塗りつぶしや省略記号が表示されません。 
この場合は、凡例から部材のプロパティを変更することができます。 

凡例からプロパティを変更する 

「凡例」パネルの「凡例属性変更」を ONに
します。 

 対象の部材（ここでは「柱」）を選びます。 

 凡例の一覧から、設定したいプロパティを
選びます。 

 部材をクリックします。 

 同様にして、他の部材にもプロパ
ティをセットします。 

4 

1 2 

3 

5 

6 



1 平面図 
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 対象の部材（ここでは「壁」）を変更して、
同様にプロパティをセットします。 

7 

 建具も同様にプロパティをセットし 
ます。 

8 
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凡例表付き用紙枠の配置 

 

1-2 
 
 

 

図面・GLOOBEシートの「用紙枠配置」で、テンプレートから「確認申請図」の「A-＊サイズ_平面図用凡例入り」を選ぶと、
右側に凡例表がレイアウトされた用紙枠を配置できます。 
凡例表を編集するときは、文字列や塗りつぶしを選択して、プロパティを変更してください。 

【用紙枠の配置】 

【凡例表の編集】 

「確認申請図」の 
「A-＊サイズ_平面 
図用凡例入り」 

選択 

編集可能 
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平面図の配置 1-3 

 
 

確認申請用の平面図を作図するときは、「確認申請図」メニューの「平面図」を使用します。 
作図表現（凡例）で「凡例を使用する」を ONにして「確認申請図用」の「平面図凡例」に設定しておくと、部材の塗りつぶ
しと省略記号をモデルと同じ表現で作図できます。 
「01_確認申請図」の「・・平面図（凡例使用・・）」と記載されているテンプレートは、この設定になっています。 

「凡例使用」の 
テンプレート 

「凡例を使用する」ON 
「確認申請図用」の 
「平面図凡例」 
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申請面積の入力 

 

2-1 
 
 

 

ここでは、区画の種別ごとに色分けした床面積求積図・計算表を作成する操作を解説します。 

2 床面積求積図 

「法規・チェック」タブの「申請面積」をクリックすると、建築面積・床面積区画を入力して、容積率、建蔽率、建物高さな
どを確認する「申請面積」タブが開きます。 
申請に必要な面積に関わる情報を、モデル構築段階でまとめて入力・編集することができます。 

「申請面積」 
タブが開く 

床面積区画 
の入力 

建築面積区画 
の入力 

面積の 
確認 

⇒ 各コマンドの操作方法は、 
ヘルプを参照してください。 
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塗りつぶしや丸めを設定する 

「申請面積」タブの「申請面積表示設定」で、床面積区画の塗りつぶしや距離・面積などの丸め方法を変更できます。 
この設定は、図面・GLOOBEシートで「確認申請図」メニューの床面積求積図・階別床面積計算表を配置するときにも使用さ
れます。 

床面積区画を入力する 

「申請面積」タブの「床面積区画自動配置」を使用すると、スペースのプロパティ「法規」タブ および「用途区分設定」の階
ごとの用途区分の情報を参照して、全階の床面積区画を自動作成できます。 
個別に入力する場合は、「床面積区画」コマンドで「種別」および「用途区分」を選んで入力します。 
床面積区画は、「申請面積表示設定」を参照して種別ごとに色分け表示されます。 

加算区画 

容積率対象 容積率・床面積対象とする区画を入力します。 

容積率不算入対象 床面積のみ対象とする区画を入力します。 
※ EVシャフト、共同住宅の共用廊下など 

床面積対象外 容積率・床面積対象外とする区画を入力します（施工床面積）。 
※ バルコニーやポーチなど 

減算区画 吹き抜け 吹き抜けの区画を入力します。 
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床面積求積図の配置コマンドは「求積図」メニューにもありますが、「確認申請図」メニューの「床面積求積図」を使用する
と、床面積区画の塗りつぶしや通り芯間寸法の自動描画、スペース線の作図も可能です。 
作図表現（床面積区画）で「申請面積タブの表示設定を使う」を ONにすると、「申請面積表示設定」で設定した色分けや丸
めが参照されます。「01_求積図」の「・・（塗り有り・・）」と記載されているテンプレートは、この設定になっています。 

床面積求積図・表の配置 2-2 
 

 
床面積求積図を配置する 

「塗り有り」の 
テンプレート 

通り芯間寸法 
を作図可能 

スペース線 
も作図可能 

床面積区画 
を色分け 
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 床面積計算表を配置する 

「確認申請図」メニューの「階別床面積計算表」を使用すると、床面積区画の種別ごとにセルを色分けできます。 
作成階を複数指定して連続作図することもできます。 

「申請面積表示設定」の 
「丸め」タブと連動 

連続作図 
が可能 

作図する項目を 
設定可能 

セルを 
色分け 
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地盤面の算定 3-1 
 
 

 

ここでは、地盤面から「塔屋部分を除外した建物の最高の高さ」と「軒高」の寸法線が作図された断面図を作成する操作を
解説します。 

3 断面図 

地盤面の高さを算定するには、「法規・チェック」タブの「ボリューム解析」をクリックして、「地盤計算」タブのコマンドを
使用します。「モデル読み込み（地盤算定用）」または「地盤算定用建物」で建物の外周上の点と地盤が接する高さを設定し、
「地盤算定」で平均地盤高を算出すると、その結果が「敷地境界・地盤」のプロパティにセットされます。 

地盤算定用建物を 
入力して高さを設定 

プロパティに 
セットされる 

平均地盤高 
を算定 
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階数・高さ確認 3-2 
 
 

 

「申請面積」タブの「階数・高さ確認」では、昇降機塔などの塔屋部分を階数や高さに算入するかどうかを判定し、地盤高を
考慮した建物の「最高の高さ」と「軒高」を確認できます。 
ここで計算した「最高の高さ」と「軒高」で、断面図に寸法線が作図されます。 

【PH階の水平投影面積が 
建築面積の 1/8を超える場合】 

【PH階の水平投影面積が 
建築面積の 1/8以内の場合】 

判定が「算入」 
の場合はペント 
ハウス階を加算 

判定が「算入」 
の場合はペント 
ハウス階を加算 
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断面図の配置コマンドは「一般図」メニューにもありますが、「確認申請図」メニューの「断面図」を使用すると、寸法線の
追い出し基準は「地盤面」固定になり、「階数・高さ確認」で計算した「最高の高さ」と「軒高」の寸法線が作図されます。 

断面図の配置 3-3 
 

 

追い出し基準は 
「地盤面」固定 

「階数・高さ確認」の「最
高の高さ」「最高の軒の
高さ」の寸法を作図 

※ 寸法は、GLOOBEの「オプション（CAD環境）」にある「表記法設定」の「寸法」の「距離」の設定を参照して描画されます。 


